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論
点
に
よ
っ
て
重
層
的
に
構
成
さ
れ
た
書
物
と
な
っ
て
い
る
。
李
光
平
氏

の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
・
解
説
文
の
下
訳
を
お
こ
な
っ
た
吉
良
佳
奈
江

氏
、
韓
昇
熹
氏
、
編
集
者
の
岡
本
有
佳
氏
を
ふ
く
め
、
多
く
の
人
び
と
が

関
わ
る
共
同
作
業
が
結
実
し
た
出
版
で
あ
る
。

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
の
李
光
平
氏
は
、
自
身
が
朝
鮮
人
の
移
民

三
世
で
あ
り
、
祖
父
の
李
相
俊
氏
は
、
一
九
三
九
年
に
朝
鮮
北
部
の
咸
鏡

北
道
鏡
城
郡
か
ら
中
国
東
北
・
間
島
の
龍
井
へ
、
一
家
を
つ
れ
て
移
住
し

て
き
た
。
祖
父
は
農
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
故
郷
の
地
に
日
本
軍
が
倉
庫

を
設
置
し
た
た
め
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
移
住
し
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
、

ま
だ
若
か
っ
た
父
・
李
鳳
允
氏
（
一
九
二
〇
年
生
ま
れ
）、
母
・
全
蓮
玉
氏

も
と
も
に
移
住
し
て
い
る
。
本
書
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
は
、
こ
の
移
住
か
ら

始
ま
る
家
族
の
写
真
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
陰
暦
一
九
四
四
年
（
陽
暦
一
九
四
五
年
）
に
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
李

光
平
氏
は
、
龍
井
市
の
文
化
館
館
長
と
な
り
、
朝
鮮
族
の
歴
史
と
文
化
を

調
査
す
る
な
か
で
、集
団
移
民
の
歴
史
を
知
り
興
味
を
深
め
た
。
そ
し
て
、

集
団
移
民
の
歴
史
と
記
憶
を
残
す
べ
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
始
め
、
延

辺
朝
鮮
族
自
治
州
（
間
島
）
の
各
地
を
訪
れ
て
、
一
世
や
二
世
の
老
人
た

ち
か
ら
聴
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
て
三
万
五
千

キ
ロ
を
走
り
、
交
通
事
故
で
重
傷
を
負
っ
た
後
も
タ
ク
シ
ー
や
乗
用
車
で

二
万
キ
ロ
を
走
っ
て
、
十
年
余
り
の
間
に
六
百
名
を
越
え
る
人
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
い
、
写
真
・
ビ
デ
オ
の
撮
影
を
続
け
た
。
本
書
に
収

め
ら
れ
た
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
・
解
説
文
は
、
朝
鮮
族
の
歴
史
を
た
ど

る
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
生
活
用
具
や
農
機
具
、
田
畑
や
樹
木
、
建
物
な
ど
の
風
景

と
と
も
に
、
人
び
と
の
表
情
を
写
し
撮
っ
た
写
真
が
連
な
り
、
苦
難
の
歴

李
光
平 

写
真
・
文

金
富
子
・
中
野
敏
男
・
橋
本
雄
一
・
飯
倉
江
里
衣
責
任
編
集

『「
満
洲
」に
渡
っ
た
朝
鮮
人
た
ち
―
写
真
で
た
ど
る
記
憶
と
痕
跡
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
世
織
書
房
　
二
〇
一
九
年

　
中
国
東
北
部
（
満
洲
）
に
暮
ら
す
朝
鮮
族
の
人
び
と
。
朝
鮮
半
島
か
ら

の
移
民
は
清
朝
時
代
に
始
ま
る
が
、
そ
の
多
く
は
日
本
の
植
民
地
統
治

期
の
移
住
者
で
あ
る
。
植
民
地
下
で
生
活
基
盤
を
失
い
、
貧
窮
と
生
活

難
の
な
か
で
故
郷
を
離
れ
、
移
り
住
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
戦
時
下
に
、
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た

満
洲
移
民
事
業
に
よ
っ
て
移
住
し
た
人
び
と
は
、
抗
日
ゲ
リ
ラ
と
日
本
の

治
安
部
隊
が
対
峙
す
る
な
か
、
集
団
部
落
を
建
設
し
、
苦
難
の
生
活
を
営

ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
国
共
内
戦
や
朝
鮮
戦
争
、
文
化
大
革
命
期
の
迫
害

な
ど
、
激
動
の
現
代
史
の
な
か
で
苦
難
の
日
々
が
つ
づ
く
。

　
本
書
は
、
移
民
一
世
以
来
の
朝
鮮
族
の
人
び
と
の
経
験
と
記
憶
を
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
の
李
光
平
氏
が
十
数
年
に
わ
た
っ
て
丹
念
に

聴
き
取
り
、
撮
影
し
た
写
真
と
証
言
の
記
録
集
で
あ
る
。

　
本
書
の
出
版
は
、
東
京
外
国
語
大
学
に
お
け
る
科
研
費
共
同
研
究
「
日

本
／
朝
鮮
・
中
国
東
北
か
ら
み
た
「
満
洲
」
の
記
憶
と
痕
跡
―
輻
輳
す
る

民
族
・
階
級
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
代
表:

金
富
子
）
に
も
と
づ
い
て
企
画
さ

れ
た
。
李
光
平
氏
の
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
・
文
章
を
中
心
に
、
朝
鮮
人

「
満
洲
」
移
民
研
究
の
専
門
家
で
あ
る
孫
春
日
氏
や
、
科
研
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
金
富
子
氏
、
中
野
敏
男
氏
、
橋
本
雄
一
氏
、
飯
倉
江
里
衣
氏
、
朴
紅

蓮
氏
の
論
考
と
コ
ラ
ム
が
収
録
さ
れ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
集
の
日
本
語
書

籍
で
あ
る
。
歴
史
社
会
学
、
移
民
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
文

学
、
軍
事
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
が
交
差
し
、
複
眼
的
・
立
体
的
な
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史
を
ふ
り
か
え
っ
た
証
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
身
が
朝
鮮
族

（
移
民
三
世
）
で
あ
る
李
光
平
氏
が
、
一
世
・
二
世
の
彼
ら
・
彼
女
た
ち

と
対
話
し
、
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
、
ね
ば
り
強

く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
た
探
求
の
記
録
な
の
で
あ
る
。

　
移
民
し
た
人
び
と
は
、
故
郷
の
地
を
離
れ
、
豆
満
江
を
渡
っ
て
移
住

し
、
荒
地
を
開
墾
し
て
田
畑
を
つ
く
り
、
生
活
基
盤
を
築
い
て
い
っ
た
。

灌
漑
用
水
を
引
け
ば
、
水
利
権
を
め
ぐ
っ
て
中
国
人
（
漢
族
）
と
の
争
い

も
起
き
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
治
安
部
隊
と
抗
日
ゲ
リ
ラ
（
東
北
抗
日
聯

軍
）
が
対
峙
す
る
前
線
で
、
土
塁
を
築
い
て
集
団
部
落
を
建
設
し
た
。
村

人
た
ち
は
、
軍
事
訓
練
を
受
け
て
日
本
の
治
安
部
隊
へ
の
協
力
を
強
い
ら

れ
る
一
方
で
、
朝
鮮
人
兵
士
が
多
か
っ
た
東
北
抗
日
聯
軍
と
ひ
そ
か
に
接

触
し
、
食
糧
を
提
供
し
た
り
荷
物
を
運
ん
だ
り
も
し
た
。

　
本
書
で
は
、
日
本
・
満
洲
国
の
軍
隊
・
警
察
に
よ
る
拷
問
・
虐
殺
の
記

憶
も
語
ら
れ
る
。
負
傷
し
た
抗
日
聯
軍
兵
士
を
、
日
本
の
守
備
隊
が
拷
問

し
た
す
え
に
生
き
埋
め
に
し
た
と
き
、
埋
め
ら
れ
た
土
の
中
か
ら
こ
ぶ

し
が
に
ゅ
っ
と
突
き
出
し
た
鮮
烈
な
光
景
が
目
撃
さ
れ
、
証
言
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
抗
日
聯
軍
の
部
隊
は
、
警
察
分
駐
所
を
襲
撃
し
、
日
本
の
協
力

者
と
な
っ
た
朝
鮮
人
を
処
断
し
な
が
ら
、
村
人
か
ら
は
な
る
べ
く
略
奪
せ

ず
、
食
糧
の
分
配
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や

ギ
タ
ー
を
弾
き
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
た
様
子

な
ど
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
苦
難
の
な
か
で
家
族
の
生
活
と
命
を
守
っ
て
き
た
一
世
、
二

世
の
男
性
た
ち
、
女
性
た
ち
の
生
活
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
日
本
軍
「
慰

安
婦
」
と
な
っ
て
被
害
を
受
け
、
光
復
後
も
苦
難
の
生
活
を
送
っ
た
女
性

の
写
真
・
証
言
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
東
北
は
、
日
本
人
、
朝
鮮
人
、
中
国
人
（
漢
族
）
の
さ
ま
ざ
ま
な

思
惑
が
交
差
し
、
矛
盾
・
葛
藤
を
深
く
刻
ん
だ
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
満
洲
移
民
の
記
憶
は
、
引
き
揚
げ
の
苦
難
を
ふ
く
め
た
日
本
人

の
「
国
民
的
記
憶
」
と
し
て
枠
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
他
方
で
、
中
国
の
少

数
民
族
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
朝
鮮
族
の
公
式
の
歴
史
に
は
、
集
団
移

民
の
記
憶
は
現
れ
な
い
。
在
日
朝
鮮
人
、
在
米
コ
リ
ア
ン
、
旧
ソ
連
の
高

麗
族
な
ど
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
し
た
人
び
と
の
な
か
で
も
、
中
国
朝
鮮
族
の
移

民
史
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
忘
却

と
空
白
の
殻
を
破
っ
て
、
移
民
し
た
人
び
と
の
経
験
と
記
憶
に
肉
薄
し
、

朝
鮮
族
の
集
団
移
民
の
歴
史
を
み
ご
と
に
甦
ら
せ
た
画
期
的
な
本
で
あ

る
。

（
米
谷
匡
史
）
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